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物  質  名 ジプロピレングリコール ＤＢ－21 
別  名 － 構 造 式 

 

CAS 番号 25265-71-8 
PRTR 番号 － 
化審法番号 2-413 
分子式 C6H14O3 分子量 134.18 
沸点 230℃1) 融点 －40～－20℃2) 
蒸気圧 3.19×10-2 mmHg（25℃、実測値）3) 換算係数 1 ppm = 5.49 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －1.07（推定値）4) 水溶性 自由混和 5) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路  致死量、中毒量等  
 ラット 経口 LD50 14,850 mg/kg 6)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 1～5％の濃度で 33～77 日間、10％の濃度で 9～68 日間飲水投与した結果、5％（約

3,100 mg/kg/day）以下の群で投与に関連した影響はなく、10％群で投与後 10～30 日で 7/25
匹の死亡、尿細管上皮の液化変性を認めたとの報告 7) があるが、詳細が不明なため、NOAEL
は設定できなかった。 

・ラットに 0、0.5、1、2、4、8％の濃度で 3 ヶ月間飲水投与（雄で 0、425、890、1,840、3,890、
12,800 mg/kg/day、雌で 0、460、920、1,690、3,340、8,950 mg/kg/day）した結果、0.5％以上の

群の雄及び 2％以上の群の雌で体重増加の抑制、0.5％以上の群の雌雄で副腎皮質の肥厚、1
％以上の群の雌雄で肝臓重量の増加、4％以上の群の雌雄で腎臓重量の増加、2％以上の群の

雄及び 8％群の雌で肝臓、腎臓の組織の変性（肝細胞の脂肪変性、尿細管でのタンパク円柱

等）、8％群の雌雄で嗅上皮の限局性の変性、雄で活動性の低下等を認めた 8) 。この結果から、

LOAEL を 0.5％（雄で 425 mg/kg/day、雌で 460 mg/kg/day）とする。 
・ラットに 0、0.25、1、4％の濃度で 2 年間飲水投与（雄で 0、115、470、3,040 mg/kg/day、雌

で 0、140、530、2,330 mg/kg/day）した結果、1％以上の群の雄の肝臓で限局性の組織球性及

び肉芽腫性の炎症、雄の腎臓で移行上皮過形成、腎症の増加及び重症化、4％群の雌雄で体重

増加の抑制、胆管の過形成、嗅上皮の変性、雄で生存率の低下、嗅上皮の萎縮及び血栓症、

唾液腺の軽微から軽度の化膿性炎を認めた 8) 。この結果から、NOAEL を 0.25％（雄で 115 
mg/kg/day、雌で 140 mg/kg/day）とする。 

・マウスに 0、0.5、1、2、4、8％の濃度で 3 ヶ月間飲水投与（雄で 0、715、1,350、2,620、4,790、
11,000 mg/kg/day、雌で 0、1,230、2,140、4,020、7,430、14,700 mg/kg/day）した結果、8％群

の雄で 3/10 匹、雌で 1/10 匹、2％群の雌で 1/10 匹が死亡した。4％以上の群の雄及び 8％群の

雌で肝臓重量の増加、肝小葉中心性の肝細胞の肥大、8％群の雌雄で活動性の低下、脱水症状

を認めた 8)。この結果から、NOAEL を 2％（雄で 2,620 mg/kg/day、雌で 4,020 mg/kg/day）と

する。 
・マウスに 0、1、2、4％の濃度で 2 年間飲水投与（雄で 0、735、1,220、2,390 mg/kg/day、雌で

0、575、1,040、1,950 mg/kg/day）した結果、4％群の雌雄で体重増加の抑制を認めた 8)。この

結果から、NOAEL を 2％（雄で 1,220 mg/kg/day、雌で 1,040 mg/kg/day）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    



- 2 - 

・ラットに 0、0.5、1、2、4、8％の濃度で 3 ヶ月間飲水投与（雄で 0、425、890、1,840、3,890、
12,800 mg/kg/day、雌で 0、460、920、1,690、3,340、8,950 mg/kg/day）した結果、8％群で精

巣、精巣上体、精巣上体尾部の重量の減少、精巣の萎縮、精巣上体の精液過少、包皮腺の萎

縮、精嚢の枯渇を認めた 8)。 
・マウスに 0、0.5、1、2、4、8％の濃度で 3 ヶ月間飲水投与（雄で 0、715、1,350、2,620、4,790、

11,000 mg/kg/day、雌で 0、1,230、2,140、4,020、7,430、14,700 mg/kg/day）した結果、8％群

の雌の発情周期の延長を認めた 8) 。 
・ラットに 0、800、2,000、5,000 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結果、

妊娠した母ラットのうち、2,000 mg/kg/day 群で 1/25 匹、5,000 mg/kg/day 群の 2/24 匹が死亡し

た。2,000 mg/kg/day 以上の群で運動失調や不安定歩行、立毛、肝臓重量の増加、5,000 mg/kg/day
群で体重増加の抑制を認めたが、800 mg/kg/day 以上の群で、吸収胚数、着床痕数等への影響

はなかった。胎仔では、800 mg/kg/day 以上の群で生存数、体重、性比への影響はなく、投与

に関連した内臓系、骨格系の奇形、変異もなかった 9) 。この結果から、母ラットの NOAEL
を 800 mg/kg/day、胎仔の NOAEL を 5,000 mg/kg/day 以上とする。 

・ウサギに 200、400、800、1,200 mg/kg/day を妊娠 6 日から 19 日まで強制経口投与した結果、

200 mg/kg/day 以上の群で一般状態、体重、着床痕数、吸収胚数等への影響はなく、胎仔でも、

200 mg/kg/day 以上の群で、生存数、体重、性比への影響はなく、投与に関連した内臓系、骨

格系の奇形、変異もなかった 10) 。この結果から、母ラット及び胎仔の NOAEL を 1,200 
mg/kg/day 以上とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質 50％溶液を皮膚塗布された 34 人のうち 14 人で刺激症状がみられ、17 人では曖昧な結

果であった。別の試験で、ボランティアに 20％溶液を皮膚塗布した場合には、影響はなかっ

た。また、本物質 7.2％を含むシェービング剤の使用者でパッチテストを行った結果、感作は

みられなかった 101 人を 2 週間観察し、使用後に紫外線をばく露された場合の影響を観察し

たところ、59 人が光感作を感じなかった。しかし、皮膚への刺激を 6 人が感じていた 11）。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH －  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 115 mg/kg/day（肝

臓及び腎臓の組織の病変）を採用し、同値を暫定無毒性量等に設定する。 
吸入ばく露について、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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